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新機構『感染症総合サイエンスセンター』として
感染症対応に強い、質の高い診療を提供します
7月より新病院長に就任いたしました宮嵜と申しま
す。6年前から泌尿器科診療科長として診療をしてま
いりました。また昨年度からは医療安全および医療
の質を担当しておりました。これからも地域の皆さ
んに質の高い総合診療を提供できるように引き続き
頑張っていく所存です。来年4月には当センターは国
立感染症研究所と合併して新機構となる予定です。
新機構は感染症総合サイエンスセンターというコン
セプトで活動しますが、センター病院はその一部門
として現在とかわらず総合診療を行う予定です。今
後ともよろしくお願いいたします。
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特別インタビュー

2
0
2
5
年
、
新
機
構『
感
染

症
総
合
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
』と
し
て
成
長

２
０
２
４
年
7
月
に
新
病
院
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
病
院
の
理
念
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
、「
最
善
の
総
合
医

療
を
提
供
し
、
疾
病
の
克
服
と
健
康
の

増
進
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
」で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
病
院
の
歴
史
は
古
く
、

そ
の
ル
ー
ツ
は
明
治
元
年
、
戊
辰
戦
争

の
傷
病
兵
の
治
療
を
行
っ
て
い
た
兵
隊

仮
病
院
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
東
京
陸
軍
病
院
、
国
立
東
京
第一

病
院
な
ど
を
経
て
、
昭
和
47
年
に
国
立

医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
、「
が
ん
に
対
し
て
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
る
よ
う
に
、「
が
ん
以
外
の
す
べ
て

の
疾
患
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
」を
、
と
い

う
こ
と
で
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
現
在

の
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
４
月
に
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
は
国
立
感
染

症
研
究
所
と
合
併
し
、
国
立
健
康
危
機

管
理
研
究
機
構
と
い
う
新
機
構
と
な
り

ま
す
。
新
機
構
は「
こ
れ
ま
で
に
な
い
、

世
界
の
感
染
症
対
応
の
推
進
役
と
な

る
、
国
内
の
感
染
症
総
合
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
」と
な
る
予
定
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
病
院
は
そ
の
一
部
門
と
し
て
、

現
在
と
変
わ
ら
ず
、
質
の
高
い
総
合
診

療
を
提
供
し
つ
つ
、
さ
ら
に
感
染
症
対

応
に
も
強
い
病
院
と
な
る
予
定
で
す
。

当
院
の
特
長
と
し
て
、
年
間
１
０
０

０
０
台
以
上
の
救
急
車
を
受
け
入
れ
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活

躍
し
た
感
染
症
内
科
、
糖
尿
病
総
合
診

療
セ
ン
タ
ー
、
エ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
国
際
リ
ン
パ
浮
腫
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
年
稼
働
を
開

始
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
は
、

Ｃ
Ｔ
や
血
管
造
影
を
行
い
な
が
ら
清
潔

な
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
日
本
中
で
数
か
所
で
し

か
行
わ
れ
て
い
な
い
腹
膜
偽
粘
液
腫
に

対
す
る
減
量
手
術
な
ど
非
常
に
高
度
な

診
療
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
当
院
は
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
と
し
て
が
ん
診
療
に
も
力
を

い
れ
て
お
り
ま
す
。
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト

（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）の
２
台
が
昨
年
度
よ
り

稼
働
し
て
お
り
、
が
ん
に
対
す
る
低
侵

襲
な
手
術
に
力
を
い
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
で
は

が
ん
ゲ
ノ
ム
治
療
や
外
来
治
療
セ
ン

タ
ー
、
緩
和
ケ
ア
、
Ａ
Ｙ
Ａ
支
援
チ
ー

ム
な
ど
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
国
際
診
療
部
を
設
置
し
て

外
国
人
患
者
診
療
に
も
力
を
い
れ
て
お

り
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ（
外
国
人
患
者
受
け
入

れ
医
療
機
関
認
証
制
度
）の
認
証
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

高度な急性期病院、研究にも強みを
持つ“総合病院”として

皆様の健康の実現に邁進します

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院

病院長 宮嵜 英世氏に聞く

2024年7月1日に宮嵜英世先生がNCGMの病院長に就任
されました。院長に就任された意気込みと2025年、国立感染
症研究所と統合して「国立健康危機管理研究機構」となる今
後の展望について語っていただきました。
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高
度
急
性
期
、
研
究
に
強
み
を

持
つ〝
総
合
病
院
〞と
し
て

健
康
の
実
現
に
向
か
っ
て
邁
進

来
年
４
月
に
発
足
す
る
新
機
構
の
名

称
は
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｓ（Japan Institute 

for H
ealth Security

）に
決
ま
り

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
病
院
は
Ｊ
Ｉ
Ｈ

Ｓ
の
一
部
門
と
な
り
、
日
本
に
88
施
設

し
か
な
い
特
定
機
能
病
院
と
し
て
平
時

は
高
度
な
総
合
医
療
を
提
供
し
、
有
事

に
は
感
染
症
対
応
、
救
急
医
療
、
集
中

医
療
、
災
害
医
療
な
ど
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
研
究
面
で
も
セ
ン
タ
ー
内

に
研
究
所
、
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国

際
医
療
協
力
局
を
併
設
し
て
い
る
利
点

を
い
か
し
て
、
国
際
基
準
の
臨
床
研
究

や
医
師
主
導
治
験
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。患
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

バ
イ
オ
バ
ン
ク（
血
液
等
の
生
体
資
料

や
医
療
情
報
を
研
究
に
活
用
）へ
の
ご

参
加
、
臨
床
研
究
へ
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
院
は
こ
の
よ
う
に
高
度
な
急
性
期

病
院
、
ま
た
研
究
に
も
強
み
を
持
つ
総

合
病
院
と
し
て
、
地
域
お
よ
び
国
全
体

の
健
康
の
実
現
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る

所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
地
域
の
先
生

方
、
医
療
関
係
者
の
皆
様
、
患
者
の
皆

様
の
ご
理
解
お
よ
び
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

N CGMは2025年4月に国立
感染症研究所と統合して、国

立健康危機管理研究機構と言う新た
な組織に生まれ変わります。今後、セ
ンター病院は新機構の臨床面を支え
る重要な部門として、感染症のみなら
ず災害を含めた、あらゆる健康危機に
対して今まで以上に迅速に対応できる
能力を磨き上げて、国民の皆さんのご
期待にお応えしたいと考えています。
今年度のNewsweek社World's 
Best Hospitals 2024においてセン
ター病院は世界88位、国内6位に
ランクインしました。これで6年連続
で選出されています。NCGMはこの

評価に慢心することなく、ハイブリッ
ド手術室の開設、脊椎外科の創設、
ロボット手術の一層の充実など、体
制整備に努めてまいります。
最後に私事にはなりますが、6月
末をもって退任することになりました。
5年3か月にわたる病院長在任期間
中、皆さんには大変お世話になりま
した。今までのご厚情に深く感謝申
し上げます。今後は新しい病院長を
中心に皆さんのご期待に沿えるよう
職員一丸となって全身全霊で取り込
んでまいります。
今年度もNCGMをよろしくお願い
いたします。

2025年4月、「国立健康危機管理研究機構」として
あらゆる健康危機に対応し、国民の負託に応えます
杉山 温人　国立国際医療研究センター病院 前病院長

Profile

みやざき ひでよ●東京大学薬学
部卒業、東京大学医学部卒業、
東京大学泌尿器外科学講師、帝
京大学泌尿器科准教授を歴任。
専門分野・主な認定資格として
尿路結石症、前立腺肥大症、泌
尿器がん、日本泌尿器科学会専
門医・指導医、日本泌尿器内視
鏡学会 腹腔鏡技術認定医、ロボ
ット手術プロクター（膀胱・前立
腺、副腎・腎）、日本がん治療認
定医機構 がん治療認定医
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国立国際医療研究センター病院 
歯科・口腔外科診療科長として、
顎変形症、顎関節症、血管病変な
どの診療に従事している丸岡 豊先
生に診療科の紹介と今後の抱負を
伺った

病
院
の
中
の
歯
医
者
さ
ん
と

高
度
歯
科
医
療
機
関
の
役
割

Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
総
合
力
を
担
う
科

私
た
ち
の
歯
科
・
口
腔
外
科
は
い
く

つ
か
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
第
１

は
、
言
う
な
れ
ば
、
病
院
の
中
の「
歯

医
者
さ
ん
」で
す
。
入
院
患
者
の
歯
科

毎
日
の
カ
ンファレンス
を
通
じ
て
症
例
検
討
と

情
報
共
有
を
行
い、研
究
活
動
を
推
進
、

新
しい
治
療
法
の
開
発
に
も
取
り
組
む

国
立
研
究
開
発
法
人 

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院  

歯
科
・
口
腔
外
科 

診
療
科
長

丸
岡 

豊
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治
療
、
周
術
期
の
口
腔
ケ
ア
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
一
般

歯
科
で
は
対
応
困
難
な
症
例
の
受
け
入

れ
や
、
顎
・
顔
面
領
域
の
外
科
的
疾
患

の
治
療
な
ど
の
高
度
歯
科
医
療
機
関
と

し
て
の
役
割
で
す
。

ま
た
当
科
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
総
合
力

の
一
翼
を
担
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）の

一
員
と
し
て
の
役
割
、
が
ん
な
ど
の
化

学
療
法
前
後
の
口
腔
ケ
ア
の
サ
ポ
ー

ト
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
通
し
て
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に

努
め
る
な
ど
、
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
を
横
断
的
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る

「
血
管
腫
」の
治
療
を
実
施

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
レ
ー

ザ
ー
に
よ
る「
血
管
腫
」の
治
療
で
す
。

血
管
腫
と
は
、
本
来
幅
広
く
の
び
て

い
く
は
ず
の
血
管
が
変
化
し
、
異
常
な

塊
を
作
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
従
来

の
治
療
法
は
病
変
を
切
り
取
る
切
除
手

術
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
顔
や
口
の

周
り
の
場
合
は
見
た
目
に
大
き
く
影
響

し
て
し
ま
い
ま
す
。

当
科
で
は
、切
除
で
は
な
く
、Ｎ
ｄ
：

Ｙ
Ａ
Ｇ（
ネ
オ
ジ
ウ
ム
ヤ
グ
）レ
ー
ザ
ー

を
使
用
し
た「
病
変
内
照
射
法
」と
い
う

治
療
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

日
本
全
国
か
ら
紹
介
さ
れ
て
き
た
３
０

０
人
近
く
の
治
療
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
治
療
法
は
保
険
適
用
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
対
応
で
き
る
機
関
は

非
常
に
少
な
い
の
で
す
。

好
奇
心
を
常
に
持
ち
、

新
し
い
治
療
法
に
取
り
組
む

信
条
と
し
て
、〝
好
奇
心
〞
を
持
つ

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
常
に
自
分

が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か

け
、
な
ぜ
こ
う
す
る
と
効
く
ん
だ
ろ

う
？　

も
っ
と
他
の
も
の
は
な
い
の
か

な
ど
、
好
奇
心
・
探
究
心
を
常
に
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
顎
の
関
節（
下
顎
頭
）の
体

積
が
徐
々
に
減
少
す
る
進
行
性
の
病
気

「
進
行
性
下
顎
頭
吸
収（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）」を
は

じ
め
、
顎
関
節
症
の
新
し
い
治
療
法
の

研
究
を
す
る
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
生
活

の
質
が
少
し
で
も
上
が
る
よ
う
治
療
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
で
は
、
よ
く
話

を
聴
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
診

療
方
針
や
病
気
に
対
す
る
思
い
を
で
き

る
だ
け
聴
き
取
り
、
希
望
に
沿
え
る
よ

う
に
最
大
限
ぼ
努
力
を
す
る一方
で
、
安

受
け
合
い
は
し
な
い
。
で
き
る
こ
と
、

で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院
歯科・口腔外科 診療科長、医工連携推進室長、東京医科歯科大学 臨床教授 

丸
まるお か

岡 豊
ゆたか

東北大学歯学部卒業。国立国際医療研究センター病院 歯科・口腔外科診療科長として、顎変形症、
顎関節症、血管病変などの診療に従事している。
日本歯科専門医機構口腔外科専門医、日本口腔外科学会 指導医・専門医、日本顎顔面インプラ
ント学会 指導医、日本有病者歯科医療学会 指導医・専門医、日本口腔内科学会 指導医・専門医、
日本顎変形症学会指導医・専門医、ICD制度協議会 インフェクションコントロールドクター 

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
常
に
客
観
的
に
自
己
評
価

し
、
自
分
で
対
応
で
き
な
い
症
例
は
速

や
か
に
対
応
可
能
な
医
師
に
紹
介
す
る

な
ど
、
患
者
さ
ん
に
最
適
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
、
教
育
研
修
、

地
域
連
携
に
つ
い
て

チ
ー
ム
医
療
、
教
育
研
修
、
地
域
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
優
秀
な
人

材
の
育
成
と
全
国
へ
の
情
報
発
信
に
努

め
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
で
は
地
域
の
歯
科
の
み
な

ら
ず
多
く
の
医
科
と
も
連
携
し
て
お

り
、
当
初
、
年
間
の
手
術
室
の
手
術
数

が
30
件
で
し
た
が
、
現
在
は
約
２
７
０

件
と
９
倍
に
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
日
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

お
い
て
、
基
本
的
に
患
者
さ
ん
全
員
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
、
症
例
検
討
と
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
活

動
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
優
秀
な

歯
科
医
師
の
育
成
に
注
力
し
、
研
究
活

動
を
推
進
し
、
新
し
い
治
療
法
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
チ
ー
ム
な
ど
の
チ
ー
ム
医
療
で

他
科
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
患
者
さ
ん

の
生
活
の
質
が
少
し
で
も
上
が
る
よ
う

治
療
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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　　入 職1年目の頃に、同じ病
棟に鈴木さんがいらっしゃ
いました。そこで、患者

さんやその御家族が喜ばれる姿を目の当たりにし、直接
看護の指導を受けることも多かったです。自分の看護の
次のステージを考えた時、WOCへのチャレンジは、自
然の流れだった気がします。
これまで、多くの医師や鈴木さんを始め先輩看護師とと
もに褥瘡や排泄ケア、ストーマなどWOCの仕事を実践で
学びました。
今後は、これまで培った知識や経験をブラッシュアップ

し、若いスタッフへ効率よく技術をつたえていく事を課題
しています。そして、共に患者さんの尊厳と生活の質の
向上に貢献できる看護師として成長していきたいと考
えています。

患
者
さ
ん
の
尊
厳
と

生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る

看
護
の
実
践
を
目
指
す

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
は
、

Ｗ
Ｏ
Ｃ（
ウ
ォ
ッ
ク
ナ
ー
ス
）と
呼
ば

れ
、
創
傷
・
オ
ス
ト
ミ
ー
・
失
禁
看

護
を
専
門
と
す
る
認
定
看
護
師
で
す
。

Ｗ
Ｏ
Ｃ
の
認
定
取
得
に
は
通
算
５

年
以
上
の
実
務
と
６
０
０
時
間
以
上

の
研
修
受
講
が
必
要
で
、
１
年
程
度

の
期
間
を
要
し
ま
す
。

主
な
役
割
は
、
皮
膚
の
バ
リ
ア
機

能
の
維
持
、
創
傷
の
発
生
予
防
の
た

め
の
ス
キ
ン
ケ
ア
で
す
。
褥
瘡
予
防

の
た
め
の
ベ
ッ
ド
や
マ
ッ
ト
の
調
整

な
ど
の
病
床
環
境
を
整
え
る
提
案
も

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
や
手
術
後
、
加
齢
に

よ
っ
て
発
生
す
る
尿
や
便
失
禁
の
改

善
や
排
泄
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
さ
ら
に

ス
ト
ー
マ
　※１

ケ
ア
も
重
要
な
役
割
で
、

ス
ト
ー
マ
周
囲
の
皮
膚
の
管
理
は
も
ち

ろ
ん
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
日

常
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
医
師
と
協
力
し
な
が
ら
、
患

者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
ケ

ア
を
提
供
し
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
の

質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※1： ストーマ（人工膀胱）とは手術によっておなかに新しく作られた、便や尿の排泄口。ストーマには、人工肛門や人工膀胱の種類があります。

医療現場を支える専門・認定看護師たちの　　
第２回　皮膚・排泄ケア認定看護師（WOC）

熟練した看護技術と知識を用い
質の高い看護の実践をおこなう

専門看護師・認定看護師の第２回は「皮膚・排泄ケア認定看護師（WOC）」です。
患者ケアにおけるWOCの専門性と貢献、今後の目標や課題についてうかがいました。

専門・認定看護師の 声

　　WOCの仕事は、看護のベー
シックな部分だと思います。
褥瘡だったり、スキンケア

だったり、オムツ交換だったり、「看護の質」が評価される
のでないかと思います。また専門性が活かされる事がモチ
ベーションになっています。
高齢者の方や重症の方は、免疫機能も下がっていること

が多いので、皮膚トラブル発生のリスクが高いです。その
ため各病棟にWOCナースが常駐するのがベストですが、
マンパワーに限りがあるため、私たちがケアの提案や考え
方などを通じて、全体のレベルアップを図るよう努めていき
ます。
また、この地域は、高齢者独居率が高い地域。地域の
中核病院の看護師として訪問看護師さんと連携とり在宅ケ
アの底上げにも注力したいと思います。

五
い が ら し

十嵐 秀
ひ で み

美
皮膚・排泄ケア認定看護師

入

五
い が ら し

皮膚・排泄ケア認定看護師

鈴
す ず き

木 睦
む つ こ

子
副看護師長
皮膚・排泄ケア認定看護師

W

鈴
副看護師長
皮膚・排泄ケア認定看護師
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1  ナースステーションで患者
さんの状況を各看護師から確
認　 2  一人ひとりの患者さん
の様子をデータを参考に入念
にチェック　 3  担当の看護師
からさらに細かく状態を聴く　
4  医師と協力しながら患者さ
んに適切なケアをおこなう　
5  6  ケア後、患者さんの状
態を確認しあう、鈴木さん（左）
と五十嵐さん

NCGM連携の会
当院は連携登録医の先生方をはじめ地域の医療機関の関係者との

連携をより強化する目的とした「NCGM連携の会」を令和6年6
月10日（月）に開催いたしました。この会は、令和元年を最後にコロ
ナ禍の影響で開催を延期しておりましたが、この度5年ぶりとなる対
面開催です。日頃ご紹介をいただいている外部の先生方とのface to 
faceでの意見交換をすることで、紹介・逆紹介をよりスムーズに行な
うための非常に重要な会となりました。また、当日は診療科長からの
ミニレクチャーも行い盛況を博しました。

1

2

6 4

5

3
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ご寄付のお願い

PRESS

国立研究開発法人
国立国際医療研究センター病院

発行日：2024 年 5 月 1 日
発行：国立研究開発法人　国立国際医療研究センター病院
病院広報管理部門

〒162-8655　東京都新宿区戸山1-21-1
TEL 03-3202-7181（代表）
https://www.ncgm.go.jp/index.html

■地下鉄をご利用の方

都営地下鉄　大江戸線　若松河田駅（河田口）から徒歩5分
東京メトロ　東西線　早稲田駅（2番出口）から徒歩15分

■都営バスをご利用の方

● 新宿駅から（宿74系統） 医療センター経由女子医大行き
「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分

● 大久保・新大久保から（橋63系統） 新橋行き
「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分

● 市ヶ谷・新橋から（橋63系統） 小滝橋車庫行き
「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分

● 都営飯田橋駅前（C1またはC3）から（飯62系統）
牛込柳町駅経由小滝橋車庫行き

「国立国際医療研究センター前」下車　徒歩0分東新宿

若松河田

戸山高

東戸山小

余丁町小

戸山公園
早稲田大学

誓閑寺

来迎寺

宝祥寺

早稲田
東京メトロ東西線

副
都
心
線

国立国際医療
研究センター病院

東京女子医大病院

May 2024
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都営地下鉄大江戸線

総務省第2庁舎

■ 人間ドックセンターのご案内
長い歴史をもつ当人間ドックセンターは、その歴史と経験に基づき、

お客様からの安心と信頼をいただいており、その期待にお応えできるよ
う全スタッフが心を込めてお迎えしております。施設内は広めのフロア
でゆったりとしており、スムーズに検査を受けていただけることはもち
ろん、病院の専門診療科とも常に連携を取っており、ご病気が発見され
た際には、迅速に専門診療科へご紹介しております。

また当院の特徴として、胃と大腸の内視鏡検査が同日に行えるコース
や専門診療科とタイアップしたコース、PET-CT 検査などの様々なオプ
ション検査をご用意しており、皆さまの生活習慣や既往歴などに合せて、
ご自分でご自由にお選びいただけます。日帰りコースだけではなく、ご
宿泊コースもご用意しており、お部屋からの夜景やお食事を楽しみなが
ら、時間にゆとりをもって検査をお受けいただけます。

■ ご寄付のお願い ～医学研究の発展と優れた人材の育成のために～
当センターは、センター病院・国府台病院という 2 つの診療拠点に加え、研究所・臨床研究センター・国

際医療協力局および国立看護大学校を擁し、高度総合医療を提供するとともに、特に感染症・免疫疾患なら
びに糖尿病・代謝性疾患に関する研究・診療を推進し、これらの疾患や医療の分野における国際協力に関す
る調査研究および人材育成を総合的に展開しております。

当センターの活動を推進し、使命を十分に果たすためには、その活動財源を安定的・多面的に確保するこ
とが必要不可欠です。課せられたミッションを実現して国民の皆さまに成果を還元するための財源に関して、
企業や個人の皆さまからの寄附によるご支援をお願いいたします。

何卒、当センターの寄附の趣旨にご理解頂き、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

■ 患者支援アプリ導入のご案内
3 月 26 日より、患者支援アプリ「Wellcne（ウェルコネ）」を導入
いたします。お手持ちのスマートフォンにインストールし、登録の
お手続きをいただくことで、診察待ちの状況や、外来の予約の確認
などができるようになります。
〇診察待ち順案内が届きます 〇アプリ決済（後払い会計）が可能
〇受診予約が確認できます 〇院外処方箋の送信が可能です。
〇医療情報の確認が可能となります。

■ 診療時間
■ 外来診療時間 8：30 ～ 17：15
■ 初診受付 8：30 ～ 11：00
※休診日や完全予約制を

設けている診療科もあ
りますので、必ずホーム
ページをご覧ください。
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Vol.13
TAKE FREE

PRESS
https://www.ncgm.go.jp/

センター病院広報誌

◉特別インタビュー　宮嵜 英世・杉山 温人先生に聞く
◉注目の診療科1歯科・口腔外診療科長　丸岡 豊先生に聞く
◉皮膚・排泄ケア認定看護師（WOC）／ NCGM 医療連携の会について
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災害・救急担当

新機構『感染症総合サイエンスセンター』として
感染症対応に強い、質の高い診療を提供します
7月より新病院長に就任いたしました宮嵜と申しま
す。6年前から泌尿器科診療科長として診療をしてま
いりました。また昨年度からは医療安全および医療
の質を担当しておりました。これからも地域の皆さ
んに質の高い総合診療を提供できるように引き続き
頑張っていく所存です。来年4月には当センターは国
立感染症研究所と合併して新機構となる予定です。
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る調査研究および人材育成を総合的に展開しております。

当センターの活動を推進し、使命を十分に果たすためには、その活動財源を安定的・多面的に確保するこ
とが必要不可欠です。課せられたミッションを実現して国民の皆さまに成果を還元するための財源に関して、
企業や個人の皆さまからの寄附によるご支援をお願いいたします。

何卒、当センターの寄附の趣旨にご理解頂き、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

■ 患者支援アプリ導入のご案内
3 月 26 日より、患者支援アプリ「Wellcne（ウェルコネ）」を導入
いたします。お手持ちのスマートフォンにインストールし、登録の
お手続きをいただくことで、診察待ちの状況や、外来の予約の確認
などができるようになります。
〇診察待ち順案内が届きます 〇アプリ決済（後払い会計）が可能
〇受診予約が確認できます 〇院外処方箋の送信が可能です。
〇医療情報の確認が可能となります。

■ 診療時間
■ 外来診療時間 8：30 ～ 17：15
■ 初診受付 8：30 ～ 11：00
※休診日や完全予約制を

設けている診療科もあ
りますので、必ずホーム
ページをご覧ください。


